
全塾協議会議事録 
2009年 7月 7日 
文責：レダ太郎 

 
◎承認 
 
全ゼミ 
・代交代と新委員長、清水ケイスケ氏のあいさつ。 
 
⇒承認 
 
選挙管理委員会 
・代交代と新委員長、柴順一郎氏のあいさつ。 
若月：選挙時には各団体から満遍なくヘルプをお願いしたい。 
 
⇒承認 
 
◎財務 
 
財務局長（神村）より報告 
・共済部への給付金 140万円が共済部事務員の給与に充てられている件。 
・事務局と共済部財務との話し合いの結果、学生の出勤を増やし、なるべく給与を抑える

方向で話し合うことに。 
・来年度の雇用契約は済んでしまっているが、繰越金から事務員給与にあてる。 
 
体育会本部 
・慣習枠の申請 
・体育会卒業生送別旅行の説明 
 
⇒承認 
 
事務局長（若月）より報告 
・学校側より自治会費の振り込みが完了した事 
 



 
◎リーダーズキャンプについて 
 
事務局長（若月）より報告 
・新入部員へリーダーズキャンプの主旨を説明。 
・8月の 29~30日に泊まりがけで行われる。 
・場所は未定 
・前日からの宿泊も予定 
 
◎園遊会について 
 
事務局長（若月）より報告 
・学校側から、卒業式の段取りが宙に浮いているとの報告。 
・よって会場が遠い舞浜では厳しいのではないか？と言われる。 
・卒業生が間に合わない可能性があり、クレームが入る恐れ。 
 
神村 
・他の候補は 1つか 2つある状態。（いずれも小規模） 
・予定された会場の開始時間を 30分まで遅らせることができる。 
 
藤田 
・紆余曲折を経て舞浜のホテルに決まった。 
・明日には告知ポスターの類を入稿しなければならない。 
・ホテルの予約状況が厳しくなりつつある上、ホテル以外の開催は学校との協議が必要。 
・いまだに委員の半数が幽霊部員状態であり、上部団体に再び開催の意思を問いたい。 
・数百人規模の小さいホテルでやる必要性は今更感じない、広報の郵送費もかかる。 
 
若月：キャンセル料が発生しない期限は？ 
神村：7月 10日 
 
若月：キャンセルになっても経費は全塾持ち。 
藤田：ただし現時点ではほとんどかかっていない。 
 
藤田 
・今年は会場のキャパの都合で、申し込みの手順が 2度手間になる。 
・よって申し込みを 10月 11月に決めてほしいのだが、卒業式の方が決めかねている。 



 
 
若月 
・卒業式の終わる時間すらわからない。 
神村 
・いっそ卒業式と違う日にやってはどうか？ 
・開始を 3時間遅らせるか？ 
 
藤田 
・現段階で委員の活動を停止し、支援会や援部の暇になる秋からの告知を目標に活動して

はどうか？ 
・卒業生全員へ告知して大人数を集めることはあきらめ、赤字にならない運営を目指す。 
・ＷＥＢ申し込みや、記念品の準備だけでも別でやることは可能。 
 
体育会本部 
・引退するまでは見通しがたたない。 
・年が明けてからなら人員を出せる。 
・別に卒業式の翌日でも構わない。ただ足は遠くなる。 
 
⇒園遊会実行委員はいったん活動を停止。ホテルの開催も見送る。 
⇒ただし水面下でコストのかからない準備はやる。 
⇒学総からの連絡がありしだい、また考える。 
⇒牧田さんを中心に記念品の準備はする。 
⇒封入作業をする予定の日に全大会を開く。 
 
◎次回全協日程について 
 
8月 28日 13：00～（三田） 
 
 
 
19：45閉会 


